
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「月根尾」とは、学校のある地域の古名 

「突根尾原」に由来する地名です 

 

感動をありがとう・・そして考えたこと 

県総体が終わりました。それぞれの部がチーム・個人で

全力を尽くしたと思います。結果はどうあれ高校生が懸命

に戦う姿は見るものに感動を与えます。県総体に参加した

生徒のみなさん本当にありがとう。 

さて、戦いを終えたみなさんはいまどんな心境ですか。満

足感？それとも後悔？１・２年生は次に向かってやる気に満

ち溢れているかもしれません。そんなみなさんと、そして、県

総体に出場しなかったみなさんも一緒に、少し部活動につ

いて考えてみましょう。 

 

部活動はこれからの人生の役に立つ？ 

総体報告会で生徒会長が、「部活動で得たものはこれ

からの人生で役に立つ」と話してくれました。私も同じように

感じています。というよりは部活動での経験はそういうもの

であるべきだと思っています。そこで、部活動について私が

考えていることを少しだけ。 

 

部活動は探究活動だ！ 

高校の授業や諸活動で「探究」なるものが大切だと言わ

れ始めて久しくなりました。私は前から思っています。部活動

は「探究活動」だと。 

皆さんは、以下のように部活動に取り組んでいるのでは

ないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動で探究していますか？ 

どうでしょうか。これまでのみなさんの部活動は「探究活

動」になっていたでしょうか。もし、指導者や先輩に言われる

がままで、何も考えずに取り組んでいたとしたら、それは「探

究活動」ではありません。きっと思うような成果は得られな

いでしょう。今は、インターネットの普及もあり様々な情報を

簡単に収集することができます。情報が多すぎて困るほどで

す。意欲さえあれば、しっかり探究ができるはずです。 

教頭  石 飛   憲 

探究は失敗してもＯＫ！ 

飯南高校の皆さんも「生命地域学」をはじめ多くの場面

で探究に取り組んでいます。この探究は失敗しても大丈夫

です。大切なのは「課題の設定」「情報の収集」「整理・分

析」「まとめ・表現」のスパイラルを続けていくことです。（参

照 図１：文部科学省の資料）このことはあらゆる物事に対

処する力としてとても大事なものです。そう考えると、部活動

で最後に負けたとしても、そこに至るまでの「探究活動」に

は十分意義があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動での探究を将来の糧に！ 

これから先の皆さんの人生は、実は「探究活動」の連続

です。世の中の大人はみんなそのことを意識してはいなくて

も「探究活動」をして仕事をしています。そうでなければ仕

事で成果はあげられないはずです。そう考えると部活動に

対して主体的に取り組んでしっかり「探究活動」をした人

は、これから先その経験を必ず活かせるはずです。つまり、

部活動での「探究活動」が将来の糧になるのです。 

 

最後に 

以上、私が部活動について考えていることを少し説明し

てみました。皆さんにとって何かの参考になれば嬉しく思い

ます。 

さあ、部活動が終わった人から３年生は進路決定に向け

て、まだ、これから大会のある３年生、そして１・２年生は次の

成果を発表する時に向けてしっかり「探究活動」をしていき

ましょう。 

県総体を終えて 

勝つために、こうありたいという自分の姿、チームの姿が

ある。その姿と現状を比べて、何が足りないか、何が問題な

のか考える。それらを解決するために、具体的な課題を設定

する。課題を克服するために情報を収集し、整理・分析す

る。そして、自分・チームに必要だと思えることに取り組んで

いく。うまくいかなければ、あらためて課題を設定し、情報を

収集し、整理・分析して違う方法で試してみる。そして大会に

臨む。その成果をまとめて表現するのが大会。（練習試合

は中間発表とでもいったところ） 

毎年、３年生にとって最後の大会に

合わせて、お守りを贈っています。今年

は【四つ葉結びと叶う結び】に選手への

思いが込められています。～日々の努

力が実を結びますように～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【女子団体】 

１回戦 飯南 １ー３ 横田 

【男子個人】１名出場 

【女子個人】４名出場 

 松岡 菜々羽 ２回戦進出 

冬季に行われた

スキー部の総体

結果も加算され

ています。 

島根県出雲地区高等学校野球大会 

【２回戦】飯南 ２－３ 大東 

赤穴瀬戸山城「御城印」の揮毫 

赤穴瀬戸山城の「御城印」を揮毫した書道同

好会が、完成した約１００枚の御城印を、（一社）

飯南町観光協会の芥川さんに手渡しました。 

この御城印は、６月２８日（土）～２９日（日）

に、松江城店主国宝１０周年を記念して開催さ

れる「お城ＥＸＰＯ in 松江」という城郭イベ

ントでお披露目される予定です。 

【女子団体】 

１回戦 飯南 ２―１ 浜田 

２回戦 飯南 １―２ 開星 

【女子シングルス】５名出場 

 金山 小雪 ２回戦進出 

 吉川 愛和 ２回戦進出 

【女子ダブルス】３ペア出場 

 金山小雪・石賀遼果ペア ２回戦進出 

【１回戦】 

飯南 ２―０ 益田翔陽 

【２回戦】 

飯南 ０―２ 安来 

魅力化コーディネーター 

部活動（高校時）：スキー部 

趣味： スノーボード、車 
 

生命地域学や生命地域ラボのお手伝

いをします！ 

これからよろしくお願いします！ 

「しまね留学」を活

用して入学した、本

校卒業生です！ 

中部地区吹奏楽祭 

飯南町３校合同吹奏楽部（頓原中学校・赤来中学校・

飯南高校）で出演し、「トリプルスターマーチ」「い～に

ゃんのうた」の２曲を合同演奏しました。応援に来てく

ださった皆様、ありがとうございました！ 

【男子学校対抗】 

１回戦 飯南 ２－３ 邇摩 

【女子学校対抗】 

１回戦 飯南 ０－３ 平田 

【男子シングルス】８名出場 

 伊與田 咲陽 ２回戦進出 

 高岡  祐太 ２回戦進出 

【女子シングルス】６名出場 

【男子ダブルス】４ペア出場 

【女子ダブルス】３ペア出場 

揮毫した生徒からは「初めての 

経験でなかなか大変だったけど、 

楽しく書くことができました」  

などの声が聞かれました。 

【１ 回 戦】飯南 ３０―２６ 松江工業 

【準 決 勝】飯南 １８―２９ 江津 

【３位決定戦】飯南 ２８―１７ 松江東 

今大会の優秀な選

手として、ベスト
セブン賞を受賞 

しました！ 品川 友輪 さん 



 

３日（木）球技大会 

壮行式（野球部） 

ＳＣ来校（ＰＭ：飛田先生） 

４日（金）ＰＴＡ環境整備活動 

１０日（木）ＳＣ来校（ＰＭ：菅先生） 

１１日（金）高Ｐ連中四国大会島根大会 

１６日（水）放課後家庭学習日 

      生徒面談週間（～２４日） 

１８日（金）ＰＴＡ環境整備活動予備日① 

２４日（木）終業式 

壮行式（吹奏楽部） 

ＰＴＡ環境整備活動予備日② 

２５日（金）保護者面談（～３０日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
学校だより月根尾６月号 令和７年６月１８日発行   島根県立飯南高校 h t t p ｓ : / / i i n a n . e d . j p 

【時間】１８：００～１９：３０ 

 ●除草作業を中心として１時間半程度行います。 

 ●少雨決行ですが、雨天や猛暑等で中止になる場

合は、スクールメール、ホームページにてお知

らせします。 

 ●予備日① ７/１８(金) 

予備日② ７/２４(木) 

飯南町教育委員会主催の「みらい人材育成事業」の一

環として、２年前からミシガン州立大学の島根大学留学

生と飯南町内の小中高校生が異文化交流を行っていま

す。交流を通して、コミュニケーションスキルの向上や、

他国について理解を深めることを目的としています。 

高校生３～４人のグループの中に、留学生や島根大学

生に加わってもらい、自己紹介をした後、飯南町や島根

県について、生命地域学でどんな活動を行っているかな

どを英語で説明しました。また、「何が好きですか？」

「どんな日本食が好きですか？」などの質問をもらい、

コミュニケーションを図っていました。 

【時間】９：００～１２：１０ 

 ●生命地域学体験 

●高校生との交流 

●飯南高校卒業生の話 

●部活動見学、寮見学  など 

後半のレクリエーションタイムでは、トランプや

ウノ、ホワイトボードなどを準備し、グループごとに

考えたゲームのルールを英語で説明してから一緒に

楽しみました。ゲームのアイテムが加わると、緊張も

ほぐれて笑顔がたくさん見られました。 

「え～っと、何だっけ？」と言いながら懸命に英語

を話し、ジェスチャーを交えながら自分の伝えたい

ことを理解してもらおうと奮闘していました。 

島根大学や留学生の皆さんのおかげで、とても貴

重な経験となりました。ありがとうございました！ 

コチラのＱＲコードから

お申し込みください。 

詳しくは飯南高校ホーム

ページをご覧ください。 


